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恒
例
の
夏
行
事
「
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
夏
ま
つ
り
大

会
」
の
第

39

回
が

8

月

2

日(

土)

に
開
催
さ

れ
た
。
本
大
会
は
『
地
域
に
密
着
し
た
卸
団
地
づ

く
り
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
地
域
の
活
性
化
や
地

域
貢
献
を
目
指
す
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
毎
年
定
着
し

て
い
る
。 

今
年
は
、
物
品
販
売
ゾ
ー
ン
が

31

テ
ン
ト
、
飲

食
ゾ
ー
ン
が

33

テ
ン
ト
の
合
計

64

テ
ン
ト
と

な
っ
た
。
ホ
ー
ル
周
囲
の
道
路
を
歩
行
者
天
国
と

し
て
設
け
た
物
品
販
売
ゾ
ー
ン
で
は
、
組
合
員
企

業
の
商
品
が
数
多
く
並
び
、
販
売
開
始
前
か
ら
お

得
な
品
を
求
め
て
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ

り
で
あ
っ
た
。
飲
食
ゾ
ー
ン
は
ホ
ー
ル
周
囲
の
駐

車
場
に
設
置
さ
れ
、
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
を
配
置
。

さ
ら
に
展
示
場
も
開
放
し
、
屋
内
ス
テ
ー
ジ
を
兼

ね
た
涼
し
い
飲
食
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。 

                 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
は

17

時

45

分

か
ら
行
わ
れ
、
来
賓
と
組
合
役
員
が
登
壇
。
大
会

実
行
委
員
長
の
玉
利
佳
久
副
理
事
長
の
開
会
宣
言

に
続
き
、
大
会
会
長
で
あ
る
小
正
芳
史
理
事
長
の

挨
拶
、
来
賓
祝
辞
、
組
合
歌
斉
唱
、
協
賛
企
業
紹

介
と
続
き
、
恒
例
の
「
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
夢
音
頭
」

で
は
組
合
員
や
金
融
機
関
の
踊
り
手
が
観
客
を
巻

き
込
み
な
が
ら
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。 

                  

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
屋
内
外
で
多
彩
に
展
開

さ
れ
た
。
鹿
児
島
信
用
金
庫
吹
奏
楽
部
の
演
奏
は

会
場
を
力
強
い
音
色
で
包
み
、
鹿
児
島
女
子
高
等

学
校
筝
曲
部
の
琴
に
よ
る
演
奏
に
は
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
当
組
合
員
企
業
、
㈱
大

阪
屋
の
田
中
社
長
の
音
楽
バ
ン
ド
演
奏
、
ジ
ュ
ニ

ア
ド
ラ
マ
ー
に
よ
る
昭
和
ア
イ
ド
ル
メ
ド
レ
ー
＆

ダ
ン
ス
、
地
域
団
体
の
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
や
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
ど
、
多
彩
な
演
目
が
披
露
さ
れ
、

観
客
を
魅
了
し
た
。 

                                    

第
39
回
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
夏
ま
つ
り
大
会
開
催 

屋外会場の様子 

 

玉利大会実行委員長による開会宣言 

鹿児島女子高等学校筝曲部による琴の演奏 Mr・T（㈱大阪屋：田中社長）によるバンド演奏 



令和７年 10 月                                    No.263 

2 

 

今
年
も
駐
車
場
不
足
へ
の
対
策
と
し
て
、
創
価

学
会
鹿
児
島
文
化
会
館
の
協
力
を
得
て
特
設
駐
車

場
を
設
置
。
会
場
と
駐
車
場
間
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
が

20

分
間
隔
で
運
行
さ
れ
、
来
場
者
の
利

便
性
向
上
に
寄
与
し
た
。
ま
た
、
卸
本
町
公
園
内

に
自
転
車
駐
輪
場
を
設
け
る
な
ど
、
環
境
整
備
も

進
め
ら
れ
た
。 

ま
た
、
夏
ま
つ
り
大
会
と
並
行
し
て
、
オ
ロ
シ

テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
第
３
展
示
場
で
は
こ
の
夏
ま
つ
り

に
協
力
し
て
頂
い
た
関
係
先
及
び
組
合
員
を
招
い

て
納
涼
会
が
開
催
さ
れ
た
。
司
会
は
当
組
合
事
務

局
の
原
田
局
長
が
務
め
、
納
涼
会
は
来
賓

29

名
、

組
合
員

21

名
の
合
計

50

名
が
参
加
し
た
。 

                   

当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
夕
方
に
は
会
場
全

体
が
多
く
の
来
場
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
る
盛
況
ぶ

り
と
な
っ
た
。
夏
の
恒
例
行
事
と
し
て
地
域
に
根

ざ
し
た
「
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
夏
ま
つ
り
大
会
」
は
、

今
年
も
大
い
に
賑
わ
い
を
見
せ
、
地
域
交
流
の
場

と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た 

                    
令
和
７
年
６
月
４
日
（
水
）、
鹿
児
島
高
牧
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
、
代
表
者
会
な
ら
び
に
金
融

機
関
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
開
催
さ
れ
た
。
コ
ン
ペ
に

は
組
合
員
８
名
に
加
え
、
商
工
中
金
お
よ
び
地
元

金
融
機
関
か
ら
５
名
が
参
加
。
天
候
に
も
恵
ま
れ

た
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
の
中
、
参
加
者
は
親
睦
を

深
め
な
が
ら
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
だ
。
栄
え
あ
る
優

勝
は
小
正
理
事
長
が
飾
り
、
喜
び
の
コ
メ
ン
ト
を

述
べ
た
。 

同
日

18

時

30

分
か
ら
は
、
山
形
屋
７
階
社
交

室
に
お
い
て
代
表
者
会
な
ら
び
に
金
融
機
関
協
力

会
が
行
わ
れ
、
組
合
員

29

名
、
商
工
中
金
お
よ
び

地
元
金
融
機
関
か
ら
７
名
が
参
加
し
た
。 

協
力
会
は
、
当
組
合
事
務
局
の
原
田
局
長
に
よ

る
開
会
宣
言
と
組
合
理
念
唱
和
で
幕
を
開
け
、
小

正
理
事
長
の
挨
拶
に
続
き
、
本
年
度
の
役
員
改
選

に
伴
う
新
理
事
の
紹
介
と
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。
懇

親
会
は
弓
場
副
理
事
長
の
乾
杯
で
始
ま
り
、
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
各
金
融
機
関
の

参
加
者
か
ら
も
挨
拶
が
寄
せ
ら
れ
た
。
終
盤
に
は

恒
例
の
組
合
歌
を
玉
利
佳
久
副
理
事
長
の
リ
ー
ド

で
全
員
が
斉
唱
し
、
記
念
撮
影
を
も
っ
て
盛
会
裏

に
終
了
し
た
。 

                     
       

納涼会会場の様子 

 

オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
代
表
者
会
及
び
金
融
機
関

協
力
会
＆
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

ゴルフコンペ参加者で記念撮影 協力会参加者で記念撮影 

大盛況な物販ブース 
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令
和
７
年
６
月

10

日
（
火
）、
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー

ホ
ー
ル
・
マ
ル
チ
テ
ラ
ス
に
て
青
藍
会
の
創
立
総

会
が
開
催
さ
れ
た
。
冒
頭
、
理
念
唱
和
が
行
わ
れ

た
後
、
小
園
洋
平
会
長
が
「
互
い
に
学
び
合
い
、

卸
団
地
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
な
活
動

を
重
ね
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
、
会
の
趣
旨
と

今
後
へ
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。 

続
く
議
事
で
は
、
設
置
規
約
、
役
員
体
制
、
令

和
７
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
い

ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
今
年
度
の
視
察
研

修
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
、
場
所
と
時
期
の
検

討
を
経
て
、
10

月
に
「
協
同
組
合
ベ
イ
タ
ウ
ン
尾

道
」
へ
の
視
察
を
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

そ
の
後
、
年
間
を
通
じ
た
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も

共
有
さ
れ
、
会
員
全
体
で
方
向
性
を
確
認
し
た
。 

本
総
会
に
お
い
て
役
員
体
制
が
次
の
と
お
り
発

表
さ
れ
た
。 

 

【
会
長
】 

小
園 

洋
平  

氏(

㈱
小
園
硝
子
商
会) 

【
副
会
長
】
髙
井 

章
良  

氏(

㈱
タ
カ
イ) 

新
福 

晴
久  

氏(

㈱
し
ん
ぷ
く
） 

【
幹
事
】 

 

今
別
府 

英
之 

氏
（
今
別
府
産
業
㈱
） 

 

現
在
、
会
員
は

15

名
を
数
え
、
こ
の
日
の
総
会

に
は

11

名
が
出
席
。
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
場
と
も
な
っ
た
。 

閉
会
に
あ
た
り
、
小
園
会
長
は
「
本
会
の
活
動

を
通
じ
て
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
成
長
し
、
さ
ら

に
は
卸
団
地
組
合
に
貢
献
で
き
る
組
織
へ
と
育
て

て
い
き
た
い
」
と
結
び
、
総
会
は
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
終
了
。
青
藍
会
の
新
た
な
一
歩
が
力
強

く
踏
み
出
さ
れ
た
。 

             

令
和
７
年
６
月

19

日
（
木
）、
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー

ホ
ー
ル
・
マ
ル
チ
テ
ラ
ス
に
て
「
生
成

AI

活
用
術

セ
ミ
ナ
ー
第
２
弾
『
使
い
方
講
座
編
』」
を
開
催
し

た
。
広
報
研
修
委
員
会
（
委
員
長
・
玉
利
佳
久
）

の
主
催
に
よ
る
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
生
成

AI

を
実

務
に
取
り
入
れ
る
具
体
的
な
方
法
を
学
ぶ
機
会
と

し
て
、

21

名
の
組
合
員
が
参
加
し
た
。 

講
師
に
は
、
株
式
会
社
ユ
ル
リ
カ
代
表
取
締
役

社
長
で
あ
り
、
鹿
児
島
県
DX

推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

も
務
め
る
小
田
幸
治
氏
を
招
い
た
。 

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「

AI

は
試
し
て
み
た

い
段
階
か
ら
、
使
う
こ
と
が
当
た
り
前
の
時
代
へ
」

と
の
視
点
が
強
調
さ
れ
、
業
務
の
標
準
化
（
属
人

性
排
除
）
を
進
め
る
中
で

AI

活
用
が
有
効
で
あ

る
こ
と
が
説
か
れ
た
。
ま
た
「
パ
ソ
コ
ン
業
務
の

６
割
は

AI

に
代
替
可
能
で
、
人
間
は
確
認
や
承

認
に
専
念
で
き
る
」
と
の
説
明
に
は
、
多
く
の
参

加
者
が
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。 

 

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
で
は
実
践
形
式
と
し
て
、
参

加
者
が
実
際
に
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
な
が
ら
生
成

AI

に
触
れ
る
場
面
も
設
け
ら
れ
た
。
内
容
は
、
レ

シ
ー
ト
の
画
像
を

AI

に
読
み
込
ま
せ
て
経
理
処

理
を
自
動
化
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
少
し
難
し
か
っ
た
」
と
の
声
も
聞
か

れ
た
が
、「
面
白
い
体
験
だ
っ
た
」「
業
務
に
役
立

ち
そ
う
」
と
の
感
想
も
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た

実
践
を
重
ね
る
こ
と
で
、
生
成

AI

の
持
つ
可
能

性
を
よ
り
広
く
業
務
に
活
か
せ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。 

      
 

                

令
和
７
年
６
月

21

日
（
土
）、「
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー

ホ
ー
ル
・
マ
ル
チ
テ
ラ
ス
」
を
よ
り
多
く
の
方
に

知
っ
て
も
ら
い
、
利
用
を
促
進
す
る
「
マ
ル
チ
テ

ラ
ス
活
性
化
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た
。 

当
日
は
、
フ
ル
ー
ト
演
奏
家
で
あ
る
青
野
な
ほ

先
生
を
主
体
に
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
室
屋
麗
華
先
生
、

チ
ュ
ー
バ
の
石
堂
優
二
郎
先
生
方
プ
ロ
の
演
奏
家

を
は
じ
め
、
コ
ン
テ
ス
ト
や
コ
ン
ク
ー
ル
で
上
位

入
賞
を
し
て
い
る
将
来
有
望
な
小
・
中
・
高
校
生

生
成
AI
セ
ミ
ナ
ー「
使
い
方
講
座
編
」 

青
藍
会 

創
立
総
会 

開
催 

マ
ル
チ
テ
ラ
ス
活
性
化
事
業 

『
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
』開
催 

第２弾生成 AI セミナーの様子 

小園会長によるご挨拶 
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が
出
演
。
ソ
ロ
、
デ
ュ
オ
、
ト
リ
オ
か
ら
全
体
合

奏
ま
で
多
彩
な
形
態
で
の
演
奏
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

展
開
さ
れ
た
。 

曲
目
に
は
「
私
は
夢
に
生
き
た
い
」「
小
さ
な
世

界
」「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
マ
ー
チ
」
と
い
っ
た
親
し

み
や
す
い
楽
曲
が
並
び
、
フ
ル
ー
ト
や
ピ
ア
ノ
の

柔
ら
か
な
ソ
ロ
演
奏
、
異
な
る
楽
器
の
掛
け
合
い

が
楽
し
め
る
デ
ュ
オ
や
ト
リ
オ
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

迫
力
あ
る
全
員
に
よ
る
合
奏
な
ど
、
場
面
ご
と
に

雰
囲
気
が
変
化
。
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
司
会
進
行

も
相
ま
っ
て
、
会
場
は
終
始
和
や
か
な
空
気
に
包

ま
れ
、
演
奏
の
た
び
に
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ

っ
た
。 

              

ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
来
場
者
も
安
心
し
て

楽
し
め
る
よ
う
プ
レ
イ
マ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ス
が
設
け

ら
れ
る
な
ど
、
幅
広
い
世
代
に
配
慮
し
た
運
営
も

実
施
。
会
場
は
先
着

60

名
限
定
と
あ
っ
て
事
前

申
込
の
段
階
で
満
席
と
な
り
、
地
域
住
民
や
卸
団

地
関
係
者
ら
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
身

近
な
場
所
で
本
格
的
な
演
奏
が
聴
け
て
う
れ
し
い
」

「
子
ど
も
と
一
緒
に
音
楽
を
楽
し
め
た
」
と
い
っ

た
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。 

オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
・
マ
ル
チ
テ
ラ
ス
で
は
、

今
後
も
音
楽
や
文
化
を
通
じ
て
交
流
の
輪
を
広
げ

る
取
り
組
み
を
計
画
し
て
お
り
、
地
域
に
開
か
れ

た
場
と
し
て
さ
ら
な
る
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

                    

令
和
７
年
８
月

18

日
（
月
）、
第
４
回
卸
団
地

青
藍
会
勉
強
会
が
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
・
マ
ル

チ
テ
ラ
ス
で
行
わ
れ
た
。
開
会
に
あ
た
り
理
念
唱

和
が
行
わ
れ
た
後
、
小
園
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、

「
小
正
理
事
長
の
長
年
に
わ
た
る
経
営
実
践
を
直

接
伺
え
る
こ
と
は
大
変
貴
重
な
機
会
で
す
。
学
ん

だ
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
活
か
し
、
青
藍
会

の
活
動
を
よ
り
実
り
あ
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。 

講
師
に
は
小
正
理
事
長
を
迎
え
、「
我
が
社
の
会

社
経
営
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
こ

れ
ま
で
の
経
営
の
歩
み
や
組
織
運
営
の
工
夫
、
厳

し
い
経
済
環
境
を
乗
り
越
え
て
き
た
実
践
的
な
経

験
談
が
披
露
さ
れ
、
さ
ら
に
イ
チ
ロ
ー
氏
の
殿
堂

入
り
ス
ピ
ー
チ
を
引
用
し
な
が
ら
、
熱
意
あ
ふ
れ

る
言
葉
が
参
加
者
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
た
。 

         

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、「
経
営
判
断
で
大
切

に
し
て
い
る
基
準
は
何
か
」
な
ど
具
体
的
な
質
問

が
次
々
と
寄
せ
ら
れ
、
理
事
長
は
一
つ
ひ
と
つ
丁

寧
に
回
答
。
参
加
者
に
と
っ
て
実
務
に
直
結
す
る

学
び
の
時
間
と
な
っ
た
。 

勉
強
会
を
終
え
て
、「
普
段
な
か
な
か
聞
く
こ
と

の
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
談
に
触
れ
、
大
変
有
意

義
で
あ
っ
た
」
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。
こ
の

日
は
９
名
が
参
加
し
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

の
中
で
交
流
も
深
ま
り
、
会
員
相
互
の
つ
な
が
り

が
一
層
強
ま
る
機
会
と
な
っ
た
。 

今
後
も
青
藍
会
で
は
、
継
続
的
に
勉
強
会
を
実

施
し
、
会
員
の
自
己
研
鑽
と
交
流
の
推
進
に
努
め

て
い
く
。 

   

第
４
回 
青
藍
会
勉
強
会 

開
催 

室屋先生、石堂先生、青野先生による演奏 

出演者全員での合奏 

講師の小正理事長 
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広
報
研
修
委
員
会
（
委
員
長
・
玉
利
佳
久
）
の
主

催
に
よ
り
、「
一
か
ら
始
め
る
生
成

AI

教
室
」
を

新
た
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
こ
れ
ま
で
２
回
に
わ

た
り
開
催
し
て
き
た
生
成

AI

セ
ミ
ナ
ー
の
参
加

者
の
声
を
受
け
、
よ
り
継
続
的
で
実
践
的
な
学
び

の
場
を
設
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
で

あ
る
。 

そ
の
第
１
弾
と
し
て
、
８
月

26

日
（
火
）、
オ

ロ
シ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
・
マ
ル
チ
テ
ラ
ス
に
て
講
師

に
株
式
会
社
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
の
久
永
忠
範
氏
を
お

招
き
し
、
初
心
者
を
対
象
と
し
た
体
験
講
座
が
開

催
さ
れ
た
。 

当
日
はC

h
atG

P
T

やG
em

in
i

と
い
っ
た
代

表
的
な
生
成

AI

を
実
際
に
操
作
し
な
が
ら
学
ぶ

ス
タ
イ
ル
で
進
め
ら
れ
、
参
加
者
は
持
参
し
た
パ

ソ
コ
ン
を
使
い
、
講
師
か
ら
個
別
指
導
を
受
け
つ

つ
基
本
操
作
を
体
験
し
た
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
「
生
成

AI

と
は
何
か
」
と
い

っ
た
基
礎
的
な
解
説
に
加
え
、
企
業
で
の
活
用
事

例
や
導
入
手
順
も
紹
介
。
実
際
に
文
章
生
成
や
簡

単
な
業
務
効
率
化
を
試
し
な
が
ら
、

AI

が
持
つ

可
能
性
を
肌
で
感
じ
る
機
会
と
な
っ
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
初
め
て
で
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
」「
こ

れ
な
ら
業
務
で
使
え
そ
う
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ

ら
れ
、
満
足
度
の
高
い
学
び
の
場
と
な
っ
た
。 

今
回
の
教
室
は
、
段
階
的
に
難
易
度
を
上
げ
て

い
く
シ
リ
ー
ズ
の
第
１
弾
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。
第
２
弾
以
降
は
応
用
編
や
実
践
的
な
内

容
に
発
展
し
、
参
加
者
が
少
し
ず
つ
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
で
き
る
仕
組
み
だ
。 

 

な
お
、
第
２
弾
生
成

AI

教
室
は

11

月

28

日

（
金
）
に
開
催
予
定
。
よ
り
実
践
的
な
内
容
を
扱

う
予
定
で
、「
多
く
の
方
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
て
い
る
。 

                    

    

令
和
７
年
９
月
５
日
（
金
）、
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
ホ

ー
ル
第
４
会
議
室
に
て
、
福
利
厚
生
委
員
会
主
催

に
よ
る
令
和
７
年
度
第
１
回
い
き
い
き
健
康
講
座

が
開
催
さ
れ
た
。 

「
い
き
い
き
健
康
講
座
」
は
、
鹿
児
島
徳
洲
会

病
院
の
協
力
の
も
と
、
組
合
員
を
対
象
に
健
康
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や
実
践
を
学
ぶ
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
講
座
で

は
、
同
病
院
の
看
護
士
・
小
倉
悠
太
氏
を
講
師
に

迎
え
、「
腰
痛
予
防
・
対
策
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
行
わ
れ
た
。 

講
座
で
は
、
腰
痛
の
基
礎
知
識
に
関
す
る
解
説

の
後
、
日
常
生
活
の
中
で
で
き
る
腰
痛
予
防
の
体

操
を
、
参
加
者
が
実
際
に
体
を
動
か
し
な
が
ら
学

ぶ
実
践
的
な
内
容
と
な
っ
た 

腰
痛
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
身
近
な
症
状
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
講
師
か
ら
は
「
日
頃
か
ら
簡
単

な
体
操
を
習
慣
に
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
伝
え
ら
れ
た
。 

 
             

一
か
ら
始
め
る
生
成
AI
教
室 
開
講 

令
和
７
年
度
第
１
回 

い
き
い
き
健
康
講
座 

開
講 

小正理事長へ質問をしている青藍会メンバー 

生成 AI 教室の様子 

実際に体を動かしている様子 

講師：㈱フォーエバー 

久永 忠範 氏 



令和７年 10 月                                    No.263 

6 

 

                                    

                                    

                                    

・ 



令和７年 10 月                                    No.263 

7 

 

      

令
和
７
年
９
月

26

日
（
金
）、
福
利
厚
生
委
員

会
主
催
の
第

11

回
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
社
員
交
流
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

初
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
い
か
が
だ
っ
た
で
し

ょ
う
か
。
ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く

お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
次
回
は
よ
り
よ
い
交
流

会
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

                   

令
和
７
年

10

月

12

日
（
日
）
、
福
利
厚
生
委

員
会
主
催
の
２
０
２
５ 

オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
秋
の
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

今
年
度
も
、
昨
年
大
変
好
評
だ
っ
た
ア
リ
ラ
ン

ミ
ー
ト
マ
ル
シ
ェ
に
て
屋
外
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
観
光
や
買
い
物
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
企
業
の
従
業

員
と
ご
家
族
で
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

                

【
令
和

7

年

9

月
】 

18

日 

・
第
２
部
会 

例
会
及
び
懇
親
会 

 
22

日 

・
第
１
部
会 

例
会
及
び
懇
親
会 

  

26

日 
・
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
社
員
交
流
会 

  

30

日 

・
新
規
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議 

 

【
令
和

7

年

10

月
】 

 

10

日 

・
青
藍
会 
ベ
イ
タ
ウ
ン
尾
道
視
察 

  

12

日 

・
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
秋
の
バ
ス
ツ
ア
ー 

  

【
令
和

7

年

11

月
】 

5

日 

・
長
崎
卸
セ
ン
タ
ー
ご
来
局 

 

 

21

日 

・
熊
本
卸
団
地
青
年
部
ご
来
局 

  

25

日 

・
秋
の
代
表
者
ゴ
ル
フ
会
及
び 

 
 

 

5 

秋
の
代
表
者
交
流
会 

  

28

日 

・
第
２
回
生
成

AI

教
室
（
予
定
） 

 

【
令
和

7

年

12

月
】 

 

13

日 

・
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー 

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー 

  

 

２
６
３
号
を
ご
覧
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

第

39

回
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
夏
ま
つ
り
大
会
や
生

成

AI

教
室
の
開
講
な
ど
、
交
流
と
学
び
の
輪

が
広
が
る
様
子
を
お
届
け
で
き
た
こ
と
を
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
生
成

AI

研
修
は
参
加
者
の
関

心
も
高
く
、
今
後
の
業
務
や
発
想
の
場
で
の
活

用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
夏
ま
つ
り
や
コ
ン
サ
ー
ト
を
通
じ
、

人
が
集
ま
る
力
の
大
き
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
季
節
の
変
わ

り
目
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 

広
報
研
修
委
員
会 

委
員
長 

玉
利 

佳
久 

組 

合 

行 

事 

予 

定 

 

事 

務 

局 

か 

ら 

お 

知 

ら 

せ 

第
11
回
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
社
員
交
流
会 

２
０
２
５ 

オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
秋
の 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
バ
ス
ツ
ア
ー 


